
立正大学・社会福祉学部・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８７

若手研究(B)

2019～2017

自閉症スペクトラム障害児における他者の視線理解による社会的相互作用の促進

Promotion of social interaction through understanding of others gaze by children
 with autism spectrum disorders

００７６９４６６研究者番号：

渡邉　孝継（Watanabe, Takatsugu）

研究期間：

１７Ｋ１８１７２

年 月 日現在  ２   ４ ２０

円     1,000,000

研究成果の概要（和文）：本報告書では，自閉症スペクトラム障害（以下，ASD）児が他者の視線方向と表情を
読み取ることが可能になるプログラムの開発の結果を検討している。開発を行ったプログラムの効果は，ASD児
の①実験場面における行動変容，②家庭や教育場面における社会的相互作用の変化，③幸福感・満足感の変化の
３点であった。
　今後は①ASD児のQOLを促進する要因を特定すること，②家庭や教育場面において実施可能である簡便なコミュ
ニケーション促進プログラムの開発が必要であることと結論づけた。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the results of a program developed to facilitate 
children with Autism Spectrum Disorder (ASD) comprehending the line of sight and facial expressions 
of others. The program had three effects; (1) behavior modification of children with ASD during the 
experiment, (2) changes in the social interactions of children with ASD in the home and in 
educational environments, and (3) changes in the happiness and satisfaction of children with ASD. It
 was concluded that in the future, (1) the identification of factors promoting QOL in children with 
ASD, and (2) the development of a program to promote simple communication that can be implemented in
 the home and in educational environments are necessary.

研究分野： 応用行動分析

キーワード： 自閉症スペクトラム障害児　社会的相互作用　視線　表情　QOL　コミュニケーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では，①他者の視線方向や表情を読み取ることが可能になるプログラムを開発できたこと，そして，そ
の結果として，ASD児とその保護者の幸福感・満足感に変化が生じることを明らかにしたことが学術的意義であ
る。そして，本研究で開発した①他者の視線方向や表情を読み取ることが可能になるプログラムをASD児に実施
することで，ASD児が家庭や保育・教育場面において，他者との社会的相互作用円滑化されることが社会的意義
である。
　本研究は，ASD児にただプログラムを実施して行動変容を求めるのではなく，ASD児や保護者の幸福感・満足感
も検討しなければならないことを指摘するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の開始当初，自閉症スペクトラム障害（以下，ASD）児の養育者や保育士・教師への
ASD 児に対する支援プログラムの提供は十分ではなかった。ASD 児を抱える家庭や保育・実践
現場は，特に ASD 児へのコミュニケーション支援技法を求めていた。ASD 児は他者とのコミュ
ニケーションが不成立に陥りやすいためである。他者とのコミュニケーションが不成立に終わ
ると，他者とのコミュニケーションを回避するようになり，不登校や引きこもりになる場合があ
る。そのため，ASD 児のコミュニケーション支援技法を開発し，ASD 児の不登校や引きこもり
を防ぐことは喫緊の課題であった。その際，ASD 児のコミュニケーション支援技法を開発する
にあたり，“ASD 児がコミュニケーションを円滑に進められない原因の中に，他者の表情への注
目の困難や他者の視線の方向や機能の読み取りの脆弱性が想定された。ASD 児が他者とのコミ
ュニケーションを成立させ，関わり自体を楽しむことが可能になるためにも，ASD 児が他者の
表情への注目や他者の視線の方向や機能の読み取りが可能になる必要があると考えられた。 
 さらに，ASD 児は，コミュニケーション能力を学習により獲得した場面とスキルを発揮する
場面が異なると，身につけた力が発揮できないという「般化」の課題があった。他者の心境や他
者が置かれている状況が理解できるようになったとしても，適切にスキルを発揮できなければ
他者とのコミュニケーションを回避する状態は継続してしまう。そのため，家庭や保育・教育場
面で学習したスキルを発揮できているかということもあわせて検証する必要があった。また，そ
の支援の有効性は，当然当事者の利益という視点から分析すべきであると考えられた。 
 
２．研究の目的 
以上のことから，ASD 児が他者の表情への注目や視線方向の理解が困難であるためコミュニ

ケーションが未成立に終わってしまいやすいことや，学習したスキルが般化しにくいという課
題，本研究が ASD 児の利益につながるかの確認が必要であることが示唆された。これらのこと
を踏まえ，本研究では，①ASD 児の社会的相互作用促進のために，幼児期・児童期における他
者への表情や視線方向の理解を促進するプログラムを開発すること，プログラムを実施した後，
②ASD 児自身の幸福感・満足感の変化について，評定尺度を用いて明らかにすること，③②の
ASD 児自身の幸福感・満足感の変化をより肯定的なものとするために，対人交渉のレパートリ
ーを拡大することの３点を目的とした。なお，当初は２年間で本研究を実施する計画であった。
しかし，計画していたよりも多くの研究を実施できたため，補助事業期間延長の承認を受けた上，
３年間で研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
（１）研究の計画 
本研究では，第１研究から第３研究までの３つの下位研究を計画した。第１研究は，①ASD 児

が他者の視線方向や表情を読み取ることが可能になるプログラムの開発であった。第２研究は，
②本研究を実施した結果，ASD 児自身とその保護者の幸福感・満足感は変化したか否かについて
分析を行った。第３研究は，③第２研究で検証した ASD 児自身とその保護者の幸福感・満足感の
変化をより肯定的なものとするために，対人交渉レパートリーを拡大する研究を行った。 
 
（２）第１研究の概要 
第１研究は，「ASD 児における社会的相互作用の促進に関する研究」であった。第１研究では， 

ASD 児が他者の視線方向や表情を読み取ることが可能になるプログラムの開発を目的とした。こ
の目的を達成するために，ある大学の臨床発達セッションに参加している小学４年生の女児１
名（以下，対象児）を対象に研究を実施した。対象児は医療機関で ASD と診断されていた。対象
児は対人コミュニケーションや自己制御が主訴とされていた。大学の実験室において，自然な
文脈で新たな社会的技能を指導する Leaf, McEachin, & Taubman（2012）の“Teaching 
Interactions（TIs）”に準拠して実施し，類似した場面を複数体験する指導を行った。 
 
（３）第２研究の概要 
第２研究は，「ASD 児の社会的コミュニケーションの促進による QOL の変化の検討」であった。

第２研究では，第１研究を実施した結果，ASD 児自身の幸福感・満足感は変化したか否かについ
て検討することを目的とした。この目的を達成するために，第１研究における対象児とその保護
者を対象として大学の面接室で研究を実施した。評価には，児童の QOL を測定する尺度の日本語
版の Kid-KINDLR（柴田・根本・松嵜・田中・川口・神田・古荘・奥山・飯倉，2003）を使用した。
Kid- Kid-KINDLR は，身体的健康，情動的 well-being，自尊感情，家族，友達，学校生活の６領
域について各４項目ずつ合計 24 項目から構成された。第２研究では，第１研究実施前後におけ
る対象児と保護者の得点の差を分析した。 
 
（４）第３研究の概要 
第３研究は，「ASD 児の他者の視線方向や表情，言語行動を手がかりとした分配行動に関する

研究」であった。第３研究では，対人葛藤場面における対人交渉のレパートリー拡大を目的とし
た。この目的を達成するために，第１研究，第２研究の対象児を対象として研究を実施した。対
象児は，大学の実験場面で，対人葛藤場面を解決する分配行動を可能な限り多く選択，あるいは



創造することが求められた。対象児の対人葛藤場面を解決できる分配行動の種類を増やすため
に，モデル提示と対象児の回答をフィードバックする介入を実施した。 
 
４．研究成果 
第１研究より，実験場面において ASD 児の他者の視線や表情を手がかりとした社会的相互作

用の促進が確認された。このことから，ASD 児が他者の視線方向や表情を読み取ることが可能に
なるプログラムの開発することができた。②第２研究より，Kid-KINDLR得点が ASD 児と保護者の
双方とも変化した。得点が上昇した項目と下降した項目があり，ASD 児と保護者の得点の変化に
は差が見られた。このことから，ASD 児の他者の視線や表情を手がかりとした社会的相互作用が
促進されても，一概に「QOL が向上する」とは言い切れないことが指摘された。③第３研究より，
ASD 児の対人葛藤場面における対人交渉のレパートリーは増加させることができることが明ら
かになった。対人交渉のレパートリーが１つではなく複数あれば，単一の方法に固執し繰り
返すことを防ぐことができる。さらに，状況に応じた対人交渉が可能となれば，コミュニケ
ーションが成立しやすくなり，ASD 児自身とその保護者の幸福感・満足感が高まると考えられ
た。 
以上のことから，①他者の視線方向や表情を読み取ることが可能になるプログラムの開発を達
成したこと，②幸福感・満足感において変化が見られること，③対人葛藤場面における対人交渉
のレパートリーは拡大可能であることが成果として報告された。 
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